
指導方法等の改善計画について 〔国語科〕 府中市立栗生小学校

【課題１】 授業では、いくつかの条件を示しながらそれに沿って記述させる授業を仕組む。また、文と文を関

連づけて考えさせどのような気持ちが想像できるかという授業展開をする。

【課題２】 連続型テキストと非連続型テキストを関連づけて考える授業を仕組む。また、問いと答えに整合性

があるか振りかえさせる時間をとり、メタ認知（モニタリング）力を育て、問いに正対して考える授

業展開をする。

【課題１】 問題文を読み、私がどのような気持ちになったのか２つの理由をあ

げて自分の考えを書く問題で、通過率が１３％だった。条件を把握し

条件に沿って書く力と２つの理由から自分がどのような気持ちになる

か想像する力を育成することが課題である。

【課題２】 本文の例に従って、問題場面における鉄棒が上手になるためのポイ

ントを記述する問題で通過率が３０．４％だった。連続型テキストと

非連続型テキストを関連づけて考える力と問いに対して正確に答える

力を育成することが課題である。

重点課題 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業）

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率 （本校70.4％，県68.0％）

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

学年・方法
2年以上物語文で文を
関連づける授業

2年以上条件に沿って
書かせる授業

４年 H29基礎基本 4年H28基礎基本 2年以上期末テスト

目標値 ５学年 ５学年 ８０％ ８５％ ８５％

実施後数値 ５学年 ５学年 60.25％

【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

学年・方法
2年以上解答して振りか
えさせる時間を取る

2年以上連続・非連続テ
キストを関連づけて考
えさせる授業

4年 H29基礎基本 5年H29全国 2年以上期末テスト

目標値 ５学年 ５学年 ８０％ A７０％、B６０％ ８５％

実施後数値 ４学年 ４学年 60.25％

・全体は７０．４％（県６８．０）、タイプⅠは７３．７％（県７１．５）、タイプⅡは５５．４％

（県５２．４）の通過率となっている。県平均と比べ、基礎的・基本的な内容についても活用す

る力などに関わる内容についても、県平均を２～３ポイント上回っており、おおむね国語力の定

着は図られている。

・タイプⅠの「読むこと」については、（自分の考えを記述する。）の通過率が１３．０％（県３５．

９）であり、タイプⅡでは「読むこと・書くこと」（情報の取り出し・情報を関係付けた記述をす

る。）の通過率が３０．４％（県３２．８）であった。読み取った情報を関連づけたり、複数の

条件を満たすよう気をつけたりして記述する力がついていない。

本年度の結果について



指導方法等の改善計画について 〔算数科〕 府中市立栗生小学校

【課題１】 定義と図形を対応させながら指導すること。また、図形の定義を教え特徴を見つける学習をすると

ともに定義・特徴から図形を特定する指導をする。

【課題２】 グラフを見るときの視点を教え分析的に考える力を育てる。３段論法で説明する仕方を教え、日々

の授業の中で使わせる。

【課題１】 コンパスを使って、平行四辺形の残りの２辺を作図する問題で、通

過率が４７．８％だった。平行四辺形の特徴とコンパスの使い方を関

連づけて考えたり、作図したりする点に課題がある。

【課題２】 傾きの異なる２つの折れ線グラフをみて、単位の大きさのちがいか

らどちらのグラフの変化が大きいかを読み取る問題で、通過率が３４．

２％だった。グラフを分析的に読み取る力と３段論法で説明する力を

つけることに課題がある。

重点課題 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業）

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率 （本校76.8％，県74.3％）

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

学年・方法 ４年四角形と多角形 ４年 H29基礎基本 4年 H28基礎基本 ２年以上期末テスト

目標値 ９０％ ７５％ ８０％ ８５％

実施後数値 65.9％ ７４％

【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

学年・方法 ３、４、５年グラフ ４年 H29基礎基本 5年 H29全国 ２年以上期末テスト

目標値 ９０％ ７５％ A７０％、B６０％ ８５％

実施後数値 100％ ７４％

・全体は７６．８％（県７４．３）、タイプⅠは７８．８％（県７７．１）、タイプⅡは７０．４％

（県６５．４）の通過率となっている。県平均と比べると、基礎的・基本的な内容については１．

７ポイント、活用する力などに関わる内容については５．０ポイント上回っており、一定の定着

は図られていると言える。タイプⅠの「同分母のたしざん」は１００％の通過率となっており、

計算力は定着している。

・タイプⅠの「図形」では（平行四辺形の判断）通過率が４７．８％（県４８．３）であり、県平

均を０．５ポイント下回っており、タイプⅡの（折れ線グラフと棒グラフの関連付け）３４．８％

（県３０．７）図形の認識、説明する力や複数のグラフから情報を読み取る技能や数学的に考え

る力が充分ついていない。

本年度の結果について



指導方法等の改善計画について 〔理科〕 府中市立栗生小学校

【課題１】 実験結果がそうなるのは見えないどんな力が働いているのか図や言葉で表現させる授業を仕組む。

また、様々な実験を組み合わせて確かめるようにする。

【課題２】 基本的な性質や知識を押さえる授業を仕組む。また、問題文から条件を読み取り何について答えれ

ばいいのかを明確にしてノートに自分の考えを書かせたり説明させたりする。

【課題１】 押し縮められた空気が前を押すのか全体を押すのかということを検

証する実験方法を選択しその理由を答える問題で、通過率が８．７％

だった。押し縮められた空気の基本的な性質の押さえと見えない力が

どのように働いているかを表現する力を育てることが課題である。

【課題２】 斜めにした金属の中央を温めるとどのように熱が伝わるかという問

題で、通過率が４７．８％だった。わたしの誤った予想が正しければ

という条件を考慮せず、金属の熱の伝わり方を答えている。条件を正

確に読み取る力の育成することが課題である。

重点課題 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業）

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率 （本校61.7％，県61.7％）

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

学年・方法
3年以上いくつかの実験
方法を考えさせる授業

3年以上いくつかの実験
方法を考えさせる授業

4年 H29基礎基本
3年以上いくつかの実験方
法を考えさせる授業

3年以上いくつかの実験
方法を考えさせる授業

3年以上期末テスト

目標値 ４学年 ４学年 ８０％ ４学年 ４学年 ８５％

実施後数値 ２学年 ４学年 54.0％

【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

学年・方法
3年以上実験に対する

予想を書く
3年以上予想と比較し
ての考察を書く

4年 H29基礎基本
3年以上問題文から条件を

読み取る授業
4年、5年H28基礎基本 3年以上期末テスト

目標値 ４学年 ４学年 ８０％ ４学年 ８５％ ８５％

実施後数値 ４学年 ４学年 54.0％

・全体は６１．７％（県６１．７）、タイプⅠは６６．０％（県７０．４）、タイプⅡは５６．５％

（県５１．０）の通過率となっている。県平均と比べると、タイプⅡは県平均を４．５ポイント

上回り活用力や説明する力は定着してきているが、タイプⅠは県平均を４．４ポイント下回って

おり、基礎的な問題には課題があるといえる。

・領域別に見ると、「物質」は４９．６％（県５１．１）、「生命」は６５．２％（県６９．６）で、

県平均を１～４ポイント下回っており、仮説に基づく実験結果のまとめ方・考察、理科用語を適

切に使って説明することなどに課題が見られる。

本年度の結果について



質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査：児童質問紙調査）

（１）生活・学習

（２）教科

児童の回答についての

課題（現状値）
今後の具体的な取組の内容

学

年
目標値 検証方法

検証

時期

実施

数値

現状値から

の伸び

課題発見・解決学習

≪実行≫

授業では、考えたり提案したことについ

て実際に取組んでいます。

Ｈ２９：あてはまる５６．５％(県72.5)
（よく ２１．７％）県３３．２

（やや ３４．８％）県３９．３

・児童の興味関心から課題を設定す

ることで、課題解決する意欲を持た

せ、その方途を考えさせ、見通しを

もたせる。

・ゲストティーチャーや図書館の資

料活用等を通して、主体的な学習を

行うことができる単元計画を立て

実施する。また、適切な資料を準備

するなど、学習環境を整える。

３

・

４

・

５

肯定

７０％
児童アンケート ２月

児童の回答についての

課題（現状値）

授業改善の方向性や

具体的な取組

学

年
目標値 検証方法

検証

時期

実施

数値

現状値から

の伸び

国

語

・目的に応じて資料を読み、自分

の考えを話したり、書いたりして

います。

Ｈ２９：あてはまる７３．９％

(県71.1)
（よく ２１．７％）県３２．３

（やや ５２．２％）県５２．２

・本や新聞、図表などの資料を授業

の中で積極的に扱い、見方や読み取

り方を押さえさせる。

・資料からわかることや、考えたこ

となどを考え、書く場面を設定す

る。

３

・

４

・

５

肯定

８０％
児童アンケート ２月

算

数

・とき方や考え方を話し合うとき

に理由をあげて説明しています。

Ｈ２９：あてはまる６５．２％

(県68.0)
（よく ２１．７％）県３３．９

（やや ４３．５％）県３４．１

・とき方や考え方を理解するだけで

はなく、説明をさせる。

・ペアトークなど、集団解決の場面

を設定し、算数用語を使って、説明

する場面設定をする。

３

・

４

・

５

肯定

８０％
児童アンケート ２月

理

科

・自分の考えをまわりの人に説明

したり発表したりしています。

Ｈ２９：あてはまる ６５．２％

(県65.2)
（よく ２６．１％）県３４．３

（やや ３９．１％）県３０．９

・予想や結果などを発表する際の、

説明の仕方を教え、モデルをつく

る。

・ノートに考えを書かせ、ペアトー

クなど、自分の考えを説明する場面

を設定し、交流し、さらに自分の考

えを深めさせるようにする。

３

・

４

・

５

肯定

８０％
児童アンケート ２月

算数の授業では，とき方や考え方を話し合うときに理由をあげて説
明しています。

国語の授業ではで，目的に応じて資料を読み、自分の考えを話した
り、書いたりしています。

理科の授業では，自分の考えをまわりの人に説明したり発表したり
しています。


